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方，マーカーを用いずに X 線画像内の腫瘍位置を推定する方法 1) が広
く研究されている．最近の従来研究 2) ではAKAZE画像特徴量を用いて，




法を提案する．臨床現場では 5 mm 程度の照射マージンが許容されて
いるため，本研究のトラッキング手法により移動する腫瘍に対して誤差 5 





可能である．それらの特徴点群 𝒑𝟎, 𝒑𝟏, 𝒑２ と腫瘍中心位置 𝐪 との関係を
線形補間モデルで予め定めることによって，腫瘍位置の推定が可能とな
る．(Fig.1) また，放射線治療前に取得された 3 次元 CT 画像の時系列
データである  4D-CT から生成される  X 線再構成画像  (Digitally 





から得られた 10 時相からなる 4D-CT と X 線画像から腫瘍位置を推定
する実験を実施した．また，治療用放射線を照射した点を腫瘍位置の 
Ground-Truth として推定精度の検証を行った．まず，各時相の DRR から
算出したパラメータを評価するために，算出した時相以外における 9 枚の 
DRR 中の腫瘍位置を推定し，その誤差を求めた．(Fig.2) この結果，t = 3 
のモデルパラメータが選択された． つぎに，選択されたパラメータを用いて 





RMSE = 2.191 mm の推定が可能であることを確認した．  
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